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令和 2年 3 月 4 日 №87
令
和
に
年
号
が
変
わ
っ
て

は
や
二
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
の
役
員
改
選
で
副

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
財
前
会
長
を
支
え
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。
保
育
行

政
に
は
長
く
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
協
議
会
の
役
員
は

も
と
よ
り
現
場
は
初
め
て
に

近
く
、
解
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

こ
こ
数
年
保
育
行
政
も
大

き
な
変
化
が
多
く
、
特
に
昨

年
十
月
に
は
い
よ
い
よ
幼
児

教
育
・
保
育
無
償
化
が
始
ま

り
ま
し
た
。
大
き
な
混
乱
は

無
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、
色
々
な
変
化
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の

数
と
か
、
利
用
形
態
の
変
化

等
様
々
で
す
が
益
々
そ
の
変

化
は
大
き
く
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
二
〇
二
五
年
、
二
〇
四

〇
年
問
題
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
が
、
単
に
人
口
の
減
少
、

少
子
高
齢
化
だ
け
で
な
く
、

都
市
部
と
地
方
の
人
口
構
成

の
変
化
や
妻
の
就
業
率
の
増

加
等
様
々
で
複
雑
に
保
育

ニ
ー
ズ
の
増
減
、
施
設
の
過

不
足
が
変
化
し
て
い
き
ま

す
。「
子
育
て
す
る
な
ら
倉

敷
で
と
言
わ
れ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
て
き
た
倉
敷
市
で
も

同
様
で
す
。
市
内
の
都
市
部

と
地
方
で
は
利
用
者
に
大
き

な
変
化
が
あ
り
ま
す
。
待
機

児
童
の
数
は
ま
だ
解
消
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
利
用
者
数
が

い
っ
ぱ
い
で
入
れ
な
い
、
逆

に
定
員
割
れ
で
厳
し
い
と
こ

ろ
等
様
々
で
す
。
十
一
月
の

伊
東
市
長
に
対
す
る
協
議
会

の
要
望
で
も
老
朽
化
の
進
む

施
設
の
建
て
替
え
や
総
合
遊

具
へ
の
補
助
、
保
育
所
職
員

の
就
労
支
援
等
は
も
と
よ

り
、
各
地
域
の
保
育
所
定
員

の
適
正
化
も
大
き
な
要
望
の

ひ
と
つ
で
し
た
。
倉
敷
、
水

島
、
児
島
、
玉
島
各
地
区
に

よ
り
状
況
は
大
き
く
違
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
傾
向
は

益
々
大
き
く
な
り
そ
う
で

す
。
早
い
時
点
で
定
員
の
適

正
化
な
ど
が
出
来
る
と
い
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
こ
の
こ
と

わ
ざ
は
正
確
に
は
三
歳
頃
の

性
格
等
は
ず
っ
と
変
わ
ら
な

い
と
の
事
ら
し
い
の
で
す

が
、
保
育
の
観
点
か
ら
見
る

と
三
歳
ま
で
に
そ
の
子
の
重

要
な
内
面
が
決
ま
る
と
見
た

い
で
す
ね
。
そ
の
三
年
間
が

人
間
形
成
を
大
き
く
左
右

し
、
社
会
と
の
関
わ
り
や
社

会
の
様
々
な
要
素
を
変
化
さ

せ
る
と
の
研
究
結
果
も
あ
り

ま
す
。
平
成
三
十
年
、「
保

育
所
保
育
指
針
」
が
十
年
ぶ

り
に
改
正
さ
れ
〇
歳
児
か
ら

の
乳
児
保
育
内
容
の
記
載
が

充
実
し
、
三
歳
ま
で
の
保
育

が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
西
欧

に
比
べ
れ
ば
遅
す
ぎ
ま
し
た

が
、
保
育
園
の
教
育
機
関
と

し
て
の
位
置
が
確
立
さ
れ
た

感
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
将

来
を
支
え
る
こ
ど
も
達
の
重

要
な
最
初
の
施
設
で
す
。
三

歳
頃
ま
で
に
愛
着
を
形
成

し
、
自
己
肯
定
感
を
得
る
重

要
な
時
期
で
す
。
保
護
者
の

方
々
の
愛
情
は
一
番
で
す

が
、
保
育
士
の
先
生
方
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

そ
の
為
に
は
保
護
者
の
方
と

の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

現
実
に
は
色
々
な
問
題
が
横

た
わ
っ
て
い
ま
す
。
地
域
と

の
連
携
も
重
要
で
、
一
園
だ

け
で
保
育
す
る
の
で
な
く
地

域
の
中
で
様
々
な
方
々
と
協

働
す
る
必
要
も
出
て
き
ま
し

た
。
学
童
と
の
連
携
も
含
め

た
地
域
ぐ
る
み
の
保
育
が
必

要
で
す
。
さ
ら
に
保
育
の
質

を
高
め
る
為
に
先
生
方
の
研

修
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

も
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
何

よ
り
も
素
直
で
や
わ
ら
か
い

心
を
も
っ
て
現
実
を
受
け
入

れ
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　『い
じ
め
に
つ
い
て
』

ロ
ー
マ
教
皇
が
訪
日
さ
れ
た
際
、
か
つ
て

い
じ
め
を
受
け
た
と
い
う
青
年
に
対
し

「『
太
っ
て
い
る
』
と
か
ら
か
わ
れ
た
ら
『
君

の
方
が
や
せ
て
い
る
ん
だ
よ
』
と
言
い
返
せ

ば
い
い
ん
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

考
え
方
を
切
り
替
え
て
、
し
な
や
か
で
、
し

た
た
か
な
強
い
心
で
、「
か
ら
か
い
」
や
「
悪
意
」

に
負
け
る
な
、
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

日
本
で
は
依
然
と
し
て
、
い
じ
め
を
苦
に
し

て
自
殺
す
る
子
ど
も
が
多
く
、
不
幸
な
事
件

は
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
本
当
に
悲
し
い
残
念

な
事
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
言
動
に
は
時
に
、
は
っ
と

さ
せ
ら
れ
る
事
が
あ
り
ま

す
。
園
庭
で
七
輪
に
炭
を
お

こ
し
、
さ
ん
ま
を
焼
い
て
新

米
の
お
に
ぎ
り
を
頂
く
行
事

の
際
、
誤
っ
て
焼
き
網
に
触

れ
「
熱
ち
！
」
と
言
っ
た
そ

の
時
、「
大
丈
夫
？
」
と
言

う
子
「
何
し
ょ
ん
！
」
と
言

う
子
…
。
現
実
の
社
会
に
は

明
る
く
温
か
い
陽
光
ば
か
り

で
な
く
、
冷
た
く
厳
し
い
風
も
吹
い
て
い
ま

す
。
人
を
い
じ
め
な
い
子
ど
も
を
育
て
な
く

て
は
、
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
い
じ
め
に
負

け
な
い
子
ど
も
を
育
て
た
い
も
の
で
す
。

先
日
の
発
表
会
で
、
年
長
児
が
『
笠
地
蔵
』

を
演
じ
ま
し
た
。
長
い
台
詞
を
覚
え
、
役
に

な
り
切
っ
た
熱
演
に
観
衆
は
感
動
し
ま
し
た
。

貧
し
い
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
会
話

…
「
正
月
と
い
う
の
に
餅
も
何
も
な
い
。
す

ま
ん
の
う
」「
い
え
い
え
、
お
じ
い
さ
ん
善
い

事
を
し
ま
し
た
。
何
も
な
く
て
も
、
お
じ
い

さ
ん
が
達
者
な
の
が
何
よ
り
で
す
よ
」
…
。

日
本
昔
話
に
込
め
ら
れ
た
、
人
と
し
て
大
切

な
心
を
再
認
識
し
、
涙
し
た
ひ
と
時
で
し
た
。
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その他にも　岡山県親子で楽しめるお出かけスポット　で検索すると、
あなたの知らない楽しい場所がいっぱい見つかるかも！
ドライブがてらぜひ足を延ばしてみてはいかがですか！

生きた化石について親子で学ぼう！
世界で唯一のカブトガニをテーマにした
博物館。恐竜のことも学べるよ！

星の好きな子どもたち集まれ！
プラネタリウムを見て身近に宇宙を楽しもう。

反射望遠鏡があるよ。

カブトガニ博物館
（笠岡市）

カブトガニ博物館
（笠岡市）

岡山天文博物館（鴨方町）岡山天文博物館（鴨方町）

季節のフルーツ直売所があるよ！
旬なフルーツで作ったスイーツも味わえるよ♪
ピザ作り・うどん作り体験もできるよ。

冬から春にかけていちご狩り、夏にはぶどう狩り、
秋には芋ほり体験ができるよ！
地元農家の新鮮なお野菜も売ってるよ。

水車の里フルーツトピア
（矢掛町）

水車の里フルーツトピア
（矢掛町）

岡山市サウスヴィレッジ（岡山市）岡山市サウスヴィレッジ（岡山市）

遊ぶ遊ぶ

学ぶ学ぶ

食べる食べる

市外だけどちょっと近い親子のおでかけ♪スポット市外だけどちょっと近い親子のおでかけ♪スポット

大きな飛行機が飛んだり降りたりするところが
近くで見られてワクワクするよ！
運が良ければパイロットが手を振ってくれるかも♪

家族で一日、手ぶらでたっぷり遊べる公園だよ！
自然がいっぱい、魚も鴨も見られるよ。
のんびり散歩すると気持ちいいよ。

日応寺自然の森
スポーツ広場
（岡山市）

日応寺自然の森
スポーツ広場
（岡山市）

みやま公園（玉野市）みやま公園（玉野市）



社会で必要な能力には、問題を解決する力、発見する力などこれらはすべ
て言語能力が関係しています。
乳幼児期に獲得する言葉が、将来社会で生きていく力となることを意識して、
子どもの言葉の獲得を支えましょう。

豊かな言葉を育む 大人の関わり豊かな言葉を育む 大人の関わり豊かな言葉を育む 大人の関わり豊かな言葉を育む 大人の関わり
言葉は話せるようになったけれど、発音が気になる…

❶サ・ザ行音・シャ行音・ラ行音・ツ音はおおむね4歳以降に完成し、それ以外の子音は4歳
頃までに完成します。

❷音が出始めて完成するまでの間は言えたり、言えなかったりという状態があります。
❸音の出現時期・完成時期については個人差が大きいです。

●大人が「ゆっくりはっきり、聞きやすい発音」で話しましょう。
●「発音のはっきりしない子」「発音を間違える子」はこんなことに気をつけて…「言ってごらん」と試し
たり、「ダメじゃないの、カ、メ」などと言い直しをさせるのはやめて。
●間違った発音をしたら、正しい見本をさりげなく示します。

よく噛むこと・元気に遊ぶこと
吹く遊び（口から息を出す練習）
お風呂にピンポン球を浮かべて吹く。ラッパやハーモニカを吹く。
おつゆやシチューを吹いて冷ますなど。　例：シャボン玉・風船をふくらませるなどもOK
なめる（舌先の動きをよくするために）
ペロペロキャンディやソフトクリームをなめる。
口の周りにつけたジャムやはちみつをなめてとる。
ベロ遊び
「あっかんべー」と舌を出す。
舌を出してレロレロと左右に動かして見せて楽しく遊ぶ。
うがいや歯磨き
うがいや歯磨きも口の感覚を高めます。
冷たい水でのうがい、歯ブラシで歯ぐきやほっぺたの内側をマッサージしてあげましょう。

言葉やコミュニケーションで悩んでいる方、不安に思っている言語のことなど、
言語聴覚士が相談、支援に応じます。
社会福祉法人 倉敷市総合福祉事業団
くらしき健康福祉プラザ 言語聴能訓練
〒710-0834 倉敷市笹沖180番地 くらしき健康福祉プラザ2階

●ご相談をご希望の方はまずTEL086-434-9881までご連絡ください。

引用文献 ： 中川信子「発音がはっきりしないとき」

カミカ
ミ

なめる
あそぶ

うがい
を

   する

「健やか親子シリーズ 乳幼児保健編」より

「ことばかけ」のためのヒント
赤ちゃんを観察し、ことばかけをすることで一緒にいることが楽しめるようになります。

❶❶ ❷❷

❸❸ ❹❹

❺❺ ❻❻

赤ちゃんの動きをまねてみる（ミラリング） 赤ちゃんの出す声や音をまねてみる
（モニタリング）

赤ちゃんの気持ちをことばで言ってあげる
（パラレルトーク)

おとなが自分の気持ちを口にする
（セルフトーク】

間違えたことばをさりげなく直す
（リフレクション）

こどものことばを広げて返す
（エクスパンション）

まねしてあげよう

●赤ちゃんは自分と
同じ動きをしてく
れるおとなに興味
を持ち、おとなの
様子を観察しなが
ら、誘いかけてき
たりします。

●赤ちゃんがおやつを
食べながら幸せそう
な顔になったら「おい
しいね」と言ってあげ
ましょう。

●自分の行動を口にす
ると、赤ちゃんはそん
なおとなの姿を見
て、ことばの意味を
知るようになります。

●子どものことばに間
違いがあっても、言
い直させたり、訂正
するのではないく、さ
りげなく直して返し
てあげましょう。

●「おおっきいブーブ」「ほんとだ、大きいブー
ブだね。何
を積んでい
るのかな」と
いうように
話題を少し
広げて返し
ましょう。

●赤ちゃんがご機
嫌なときに出す
「ブーブー」と
いった声をまね
してあげると、
「音を出すこと」
を楽しむように
なります。

●「りんご！」
というように声を出し
て言うことば

★ミルクをのんだり、手や足
をなめたり、もぐもぐかん
だりすることで口や唇や舌
を使って発音する力が育ち
ます。

★実際に見たりわさったり食
べたりする経験を重ねて
「りんご」がわかっていき
ます。

●「りんごは赤い」
というように、りんごにつ
いて知っていること

★おいしい気持ちを分かっ
てほしくて「あー！」と
声を出します。

●「りんごはおいしい」
という気持ちを相手に伝
える意欲


